
地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（平成２７年度～平成３１年度）
『地域創生の担い手を育み活気あるふくいを創造する５大学連携事業』

福井大学・福井県立大学・福井工業大学・仁愛大学・敦賀市立看護大学
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対象学年：４年生（平成３１年度から大学院生も申請可能です。）
選考要件：ふくい地域創生士として認定されていること。

地域の課題解決に繋がる実践活動や地域連携活動の
実績、又は地域の持続的発展や、地域産業の振興に繋がる研究成果などの顕著な
業績があること。

平成30年度表彰開始！あなたの学びを「ふくい地域創生アワード」に

申請要件について、右記ふくいCOC+HPリンク先をチェック！→

就活で履歴書の資格欄に記入したり、面接で活用しているという第1期生の先
輩がおり、COC+推進コーディネーターとして嬉しく思います。このようなCOC+活
動による“資格”授与は他の県でも行われており、資格を受けた人が福井に集ま
る「はばたけ！地域創生士サミット」を今年の１１月に開催したいと思っています。
地域を学んだ学生が県域を越えて交流し、「外を知ることで改めて、自らの地域
を再認識・評価できるようになる」経験は大きく、新たな価値観が生まれる
と思います。皆さん、「ふくい地域創生士」にチャレンジしましょう！

舟木コーディネーター

COC+特色人材育成部会全体会を開催

（部会長 福井工業大学 地域連携研究推進センター長 羽木秀樹先生より寄稿いただきました。）

COC+特色人材育成部会
全体会の様子

６月２１日に福井工業大学で、この部会に関わる教職員を対象に、COC+
特色人材育成部会全体会を開催しました。この全体会では、COC+事業全
体の現状が説明された後、今年度の特色人材育成部会での活動について、
意見交換をし、次の５点について申し合わせました。

(１)活動に具体的目標を設けて、できるだけ目標数値を設定すること。
(２)活動において学生を積極的に関与させること。
(３)ワーキンググループ（以下、WGとする）間の連携と、地域への事業成果

の波及を具体化すること。
(４)市民、学生、そして各大学の教職員への広報を推進すること。
(５)一般市民向けの活動報告会を１２月１５日（土）に開催（予定）すること。

シリーズ「ふくい地域創生士Ⓡ」
学生必読

今年の２月に、地域志向科目の単位取得やインターンシップへの参加などの条件を満たした３年生で、各
大学から推薦された50名が「ふくい地域創生士Ⓡ」第1期生として認定されました。これら認定者は就職活
動で履歴書資格欄にこのことを記入し、面接の時にアピールできる等、この認定制度が活用されています。

本年度から新たに「ふくい地域創生アワード」を設けます。申請条件は次の通りで、受付は今秋からです。

詳細は夏休み以降に
お知らせ予定！

※ ふくい地域創生士の資格を持っていない方でも、ふくい地域創生士の申請要件を満たしていれ
ば、 同時申請できます。

【コーディネーターのちょっこし耳よりなお話し】



できるようになるにはコツと慣れが不可欠です。そんな英語での「おしゃべり」力をつける場として、どうぞ気楽
にＦスクエア英語カフェに足を運んでみてください。県内の社会人の方のご参加を学生とともにお待ちしており
ます。

【開催日時】 平成３０年８月２５日（土）13：00－17：00
【開催場所】 福井大学 文京キャンパス

総合研究棟Ⅰ13階大会議室
【申込方法】 詳細は下記URLからご確認下さい

〔発行者〕福井大学総合戦略部門ＣＯＣ推進室

〒910-8507 福井市文京3丁目9番1号 Tel：0776-27-9945
E-mail： coc-p@ml.u-fukui.ac.jp ホームぺ－ジ： http://www.allfukui-cocp.jp/

「福井の特産品絵本図鑑」が完成！

Ｆスクエアでも教材として使われました「未来の年表 人口減少でこれから起きること」という本の中で、人口減少が、
私たちの身に迫る事態として記載された一つに、「2027年輸血用血液が不足する」がありました。一つの例ですが、
身につまされました。私たちが取り組んでいる「地方創生推進事業（COC+）」がその解決の一つに繋がればと改めて
思った次第です。（舟木）

福井型「新採用学」研究
第1回研究会申込み受付中！

平成３０年度前期 COC+開講授業とコラボイベントを紹介！

「英語特講（英語カフェ）」 ～英語での世間話は、コツと慣れ？！～

英語カフェの風景 （取材日：平成３０年６月９日）

「Ｆスクエア英語カフェ」と題して、月に１～２回程度、土曜日の午後に
県内の大学生、外国人留学生、高校生や地域の方など多彩な参加者
が、英語でおしゃべりするイベントが開催されているのをご存知でしょうか。

英語カフェのメニューは、主にCOC+開講授業「水３英語特講」の受講
生が企画したゲームやアクティビティです。実は、ゲームなどのルールを
英語で説明するのが意外に難しく、毎回、学生達はその準備段階から
英語で伝える練習を積んでいます。Ｆスクエア英語カフェは、県民の皆
様も参加できます。 商談やプレゼンで使う英語とは別に、食事の場や

次回のFスクエア英語カフェは10月13日(土)13:30～16:00に開催されます。

(福井県立大学小木みゆき先生(Ｆスクエア水3英語特講担当)に寄稿いただきました。)

(仁愛大学 人間生活学部 子ども教育学科 伊東知之先生より寄稿いただきました。)

第1回研究会「成長を実感（提案）できる
企業が選ばれる」と題し、服部泰宏先生（神
戸大学経営学研究科准教授）の基調講演
のほか、「宝物ファイル」でおなじみの岩堀美
雪先生（株式会社子どもの笑顔代表取締
役）の講演を予定しております。

http://www.allfukui-cocp.jp/event/entry-190.html

プロジェクト型インターンシップの検討

福井県の食に関わる特産品140品目を、魚、貝、野菜、果物、きのこ、米、肉、郷土
料理、B級グルメ、おやつの10項目に分けて、子どもも楽しんで読める絵本図鑑にしま
した。写真ではなく、全て絵にすることで、親しみのある絵本となり、大人も子どもも楽し
みながら福井の特産品を学べる1冊になっています。学生と一緒に制作したもので、
今後、県内の図書館や幼稚園、保育園等に配布予定です。

６月２５日に福井大学で、インターンシップWGを開催し
ました。WGでは、連携する４大学のインターンシップの取
組状況や質的向上等の情報交換を行い、新たにプロ
ジェクト型インターンシップに関するノウハウを共有しまし
た。また、次年度に向けた相互利用等の連携についても

検討し、具体的な提
案が出され今後の継
続課題として、WG所
属大学間のさらなる連
携を行うこととしました。

〔参加希望・お問合せ: d-renkei@fsquare.info〕

何気ない場で交わす世間話を英語で
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